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序

群馬県内北部に位置する中之条町は、その!ぶまれた自然環境のもとに古代か

ら吾兵方l耐の中心的位置を市めてきました。また、近年は四万、沢渡両温泉を

もっ観光地としても知られています。

最近r!-，之条町では土地改良事業などのIJ日発に伴う埋蔵文化財の緊急発侃調を

卒業がえ~I.W.:しつつあります。 これらの調貨の成果として田畑の下から、また道

路などの下から現れた遺跡は 様々な町の過去を我々の目の前によみがえらせ

てくれます。調夜によって待られた記録はかけがけのないものであり、中之条

町の歴史そのものであるといえるでしょう 。

今回の主主蔵文化財発掘調査は横尾地区tl場務f賄事業に伴うもので、平成4年

度につづき本格的な発掘調査卒業としては 2年目となるものです。前年度の調

査では、1i埋まH寺代から平安l時代の住屑、，1，1ft時代の水回などが見つかっていま

すが、 5年度の範問もほぼ同様の遺跡が発凡されるであろうと予測されました。

発編翻公の結果は概ね予測した通りであり、おもに甘iJf:t時代から平安時代の住

屑、1iiJl時代の水団が見つかっています。

これらの遺跡は、中之条町の過去を知1るために不可欠であるとともに、将来

へ[i，)けての研究、教育にとっても1'tiTIな資料となることと思います。

最後になりましたが、発掘調査に当たりご指呼ならびにご協力をいただきま

した関係弁位に深〈感謝申し上げます。

平成7年3月

中之条町教育委員会

教育長中津恒夫
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1 4三 .， I~は、 ~I，~背は場停{賄事業横lι地[，zに作い、小之条町教行委只会が平成 5 年度に実地した，[，

i){遺跡A区 七日市i立跡B区 ー小塚遺跡的発1¥1"制作概要報告苫である。

2 発t出品Li正は平成5年4月19日から、['成651三3)[ 30日まて“行った。遺物繋理作業は、ド成551と!立

および6年度に、また報告内作成は、ド成6if:./:U:に行った。

3 発t回調作は、群馬県渋川七地改良事務所の安，Jtを受けて、中之条町教育委主i会が災地した。

4 発掘E悶査li 、渋川土地改良事務所か句の委託金、 l 五J'iUR~文化財等保存整備貨国 hji 補助金、

昨馬県文化財保存事業費補助金により実地した。

5 謝11:組織は以下の通りである。

教iJ[長 一場秀司(平成5年11f[ 15日まで)

'h宰恒夫 (平成5年11J1161:1より )

討会教育課長楠木正勝

十l会教育係長 水出降夫

訓告:tH.当 主事須崎幸夫 主‘J ';~11ì末山美佐

6 本l l ~の執市および編集は末吉美佐が行い、神図の作成は末古美休、清水夏チが行 っ た。

7 泣怖の'Ji点搬出主は須崎幸夫、末Jf美i左が行った。&物内写真抗i影および泣構尖測図の卜レー

スは末Jf美佐が行った。

8 4玉調世における記録 出土itI物については、中之条町教育委只会において保管している。

9 ，Uo¥J1f.ならびに本占的編集に際しては、下記の}j々 にこ'指導ご協力をいただいた。(敬杭略)

昨 H~ll仏教育委只会渋川土地改良白j与務所 ~-ÎfM岐研究所株式会社調I[研佐藤明人

，ti林JE人 fゐ柳JE{. 長谷川一郎早川勉

10 発凋"，~.，.正作業貝は下記町通りである 。 ( 50 J'iI~i . /l.'(刷、略)

Jf柳じ日[¥池原文子 入沢芳 r }， 'f rHffil-' C! I~ }，'f~N .T. う 江肢n文 f 佐藤啓 f

治水g( 閲トンエ 田村きだ ;i.，;沢」定例日'{ '1二;J'i陣 i沼野(上次 !阜、沢とし子

)，m，腿 riJI4三万維新u'.t絢 f 綿ll'I':';(-



凡例

1 宜椛実測閃q:sの断面基準線は標高て'表し、 }jf立JLJ，}は路線北を不す。

2 グリソドについては国家座標を用い、表記については直線似の1'3ケタを使用している。

(例 230-435グリ yド X =66230 ・ Y ~- 86435

3 正!m:J(訓IJ凶の紡尺は次の通りである。

全体l司 1 /400 f:E肘1II: 1/60 水町枇 1/120 

4 足I情 ・品、物の写点の縮尺は統ーしていない。111物'lj:J'，(.については参与までにlOcmスケーんを

'りしニんである。写真中の番号は、実iJIIJ図rl1の泣物昏号を示す。
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I 調査にいたる経緯

tLL営は1"pj隼保j)J;;業横尾地区l主、中之条町町東部を流れる名久旺l川の右岸に位置し、約154haの1M

.h~ をI'li めている 。 この地区には、奥山原遺跡、 L<久保遺跡など周知の遺跡が多数存在 L ている 。

また、干成2年!互に行った本地区の分一和調査により、日1¥雌文化財の包蔵地が広範聞に及んでいる

ことが明らかになった。このため、渋川士地改良!ド務所および町農林，*tJ也改良係との協議の結

果、道水路部分ならびに遺構が破壊される切土部分については見越文化財の発婦調在を実地し、

記録保存内J片世を行うこととなった。

II 遺跡、の位置と周辺遺跡、

中之条町は併馬県内北西部、吾妻都町北東部に位置する。rl'央部に内万川、京都に名久[[1J1liJ'

南流し、南部を流れる書長川に注ぐ。こiliつの河川町作流出付近に発達Lている山間盆地が中之

条tt.:J也である。これらの河川町流域には数段の河1;ι段丘が発注しており、吾妻川流域内河岸段丘

1:1こ中之条町、吾主町の市街地が形成されている。また、他の河川町河岸段丘上にも平坦部分を

中心としてl!l沼や緋地が広がっている。

rl'iR&跡A区、七日市遺跡B区、小塚遺跡は11-'之条町大'i:繊lU500番地外に所在:し、中之条駅

の」ヒ点約1.5km、東1則的国道145号線と西側の才『久111111に挟まれた地域にある。中沢 ・七日 tlJi立跡

は4車内360-370m前後、小塚j立跡はそれらより 1J止111'、t車両350m前後であり、いずれの遺跡も

名久田川布lifの河中段丘上の平坦地に位位する。訓告池町周辺はおもに水田や畑地である。

次に周辺に存在する遺跡について概観する。備l己地区遺跡群内には、縄文時代とみられている

奥山脈遺跡、占杭時代的集落跡と忠われる長久保遺跡、 1'. 久国 中学校遺跡、千沢遺跡、正~r，i Itj立跡、

桃瀬遺跡がある。1'.久田川町南岸の平地区には、町指定的樋塚古噴を含む平古1ft群、昭和61年度

調査の下千泣跡、昭如63年度調査の下尻高遺跡、作[[1;立跡がある。積尾地区の北京に位置する大

塚地区には、縄文時代と思われる諏訪原泣跡、昭和59年度調宜的古 卜嵐遺跡、昭和60年度調査の

術:I'jll&跡がある。市街地周辺には、昭和54年度に調貸された奈良時代の天台瓦窯遺跡があり、駅

南には、弥'1ミ~奈良 平安時代にわたる集落跡の天神泣跡 川端遺跡などがみられる。

III 調査の方法と経過

発Jf.IlJ刻1i:は‘|ι成5年4月19日から干成6年3月30日まで実施した。

q1i!尺遺跡Al王 七日市泣跡の調査は、前年皮肉2・3月にかけて行った試掘調査に基つ'き 、i岩崎

1 
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第 1図遺跡の位置と周辺遺跡(1 /50，000) 

①中沢温跡A区 ②七日市遺跡B医③小坂遺跡@七日市遺跡A区 ⑤奥山原遺跡

⑥長久保遺跡⑦名久田中"'l校遺跡⑧下沢遺跡③高H!遺跡⑬桃瀬遺跡⑪樋域占墳

⑫ l'‘ド遺跡 ⑬卜尻尚遺跡 ⑬管凶i且跡 ⑬，lI(.IhJ京遺跡 ⑬五|嵐遺跡 ⑫m訓遺跡

⑬Xfil五唱ill跡 ⑬天神遺跡⑫川端遺跡

が限必されたi立水路および1;1)土古1¥分について"r.J1t1王を拡仮して行った。調査則fIIJは当初の F定で

は8JJ本11であったが、前il一度に試』札測をを'.h馳iできなかった1;1)上部分から子怨以仁のm捕が検
出されたため、 12月10日までJUI聞を延長した。

小坂泣跡的調作は、4'成 6 年度工ドT- íË地域の発l~i.lItlff を行い、遺憾の館認された部分を拡張

して本調作を')~地した 。 試J回調査は、ド成 6 il' 2JJ2 日から 3 H31日まで行った。ili情的伺:認され

た古1¥分ヵ、わずかであったため、本調査はぷlf，tJ，，141tと並行Lて3月10日から 3月30日に実地した

調ffに際してはグIJ"/ド法を適用L、1"1家l主悼をIH'、て 501間隔で設定した。

2 



W 中沢遺跡、A区

1 基本層序

第 2図遺跡調査区設定図 (1/5，000)

中沢遺跡A区は調査区が占在している。また、表土のI佐械がかなり薄くなっている地区が多い

ため、土層断而のik怨が比較的良好て'あったAー l区て'土層観察を行った。

- 3ー
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第3図 中沢遺跡A区基本土層

2 調査の概要

] 

k井円」二

II 1111-亦以色1ニ

川 県色 l

IV :，1，¥色 l

浅間B軽石をやや多〈含む

般化しており、亦みをおびる

浅!日ls軽イJをやや多〈含む

上倒の1l't ~Lを受けている

ロ ム粒、小プロソクを微:ld:?-も

V '~I 褐色J: ローム漸移層

別 :ilim色ローム1M
四 位色ローム1M

小沢i古跡A['Cは、 i立水路部分および切上部分にしたが勺て調査区を設定している。そのため、

，調査 [，zが成J也状に位置する。したがって、調去の{史 Ú~上 A ー 1 区から A- 6 区までの 6 つの名柄、

をつけ、逃榊搭号は遺構の種類別に Aー 1[j<から A-6区町順に通し岳号をつけている。遺跡全

体での逃椛数l立、住居祉21軒、竪穴式往物跡4軒、 lli.，):位式雄物跡1軒、 Jt戸社2)1去、土坑37J，仁

木I日40，Iii、 r晶状泣楠6粂、ビ yト189!.!iであった。

A - 1 区では、住肘祉11 軒、竪穴式建物跡 Hf 、 I~i ;dh~建物跡 1 軒、井戸枇 1 M;.~坑10 J.I~， 

r晶状遺榊4条が検t1jされた。(なお、 9号ftJrl;'且lについては調査途中で改称したために欠需扱い

である。)A -2 [正か句は、住居社6軒、唱を穴式ill物跡、1軒、 J[・戸祉 1Jよ、上坑12J，Ii.樽状泣榊2

条、ピ yト15)，1;1;'検出された。 A-3l互では、 lu";I!I:2軒、ピ y卜7J，Ii、A-4[旦からは FA ，Ii 

卜の小["~llhi水町40面が検出された。 A - 5 区から lU' ;- tJl:2事1と滞状追桃2条が検出さ1L. A-6 

l王からは u瓦のみ151"が検出されている。

時代目I[にみると、弥生時代の遺構は住肘祉1軒(211i')である。占明時代では住)tJ祉6軒 (3 

6・8-10 -13・201り、竪穴式建物跡3軒(J・2-3竪穴)、土坑1基(22土坑)、FA 1((下町

耳障状ill梢1条(8 Ìi再 ) 、占噴時代あるいはそれ以，ì~ と忠われる住居祉 1 軒(J 住 ) 、土坑 2 )，~ (J 

3上坑)が検出された。奈良時代ではi干院社1軒(151t)、平安時代は住居祉6軒 (2-4-11

14・16・1711)、奈良 平安時代であるが残存状況が忠〈断定できない住居祉2軒(5・71.t)、干

- 4 
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第4図 中沢遺跡A区全体図(1 ) 
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第5図 中沢遺跡A区全体図(2 ) 

A-6区全景

3 検出された遺構と遺物

4号住居祉

'" 

'" 

ヨ~:II与代あるいはそれ以降と思われる jijlι

村式主tt物跡1軒(1掘止)てeあった。11年WI

不"11のjl'H町立、住居社3軒 (12・18. 22 

1正) 竪穴式建物跡1軒(4竪穴)、 )I')i 

hl2基(1・2井戸)、土坑34)，よ (2. 4 

-21・23-37土坑)、 滞状i立構7粂(1-

7講)であり、ピソトについてはすべて、

l時代を特定できない。

全体的にみると、ほとんと.'(7) j世情はN.

5向 上のJ佳債が浅く 、耕作によ って 卜却をか

.90 

"・

なり削干されているため、残存状態が:lli

いLのカZ多くなっている。また、降IlIの

ために訓告区内が水没したこと L数Inlあ

リ、調布中の遺階的状態をさらにJ匹化さ

せることになった。

A-6区土坑集中部分

735ー1307リァド、 A-l区の南側に[占;i'tする 6 り~ff.肘祉と 3 号上坑を切り、 9 号土坑、数

人Lのビ ソトに切られている。南北3.24m、点丙4.40mをillllリ、4'而形ははば長万形を呈する。

6 
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第6図 中沢遺跡A区全体図(3 ) 
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帽 『

頃..-1

4号住居祉第7図

4号住居祉全景鉄鎖出土状況

上部はかなり向IJ']'されており、現拘て戸の明I'::jIj: 16cm程度を測る。fL/e}はロ ム 1'.111まで拍iり込

まれ、全面にl'Aブロ'/7 tロ ムブロ ソクを ~ :，(に含む 11¥色lでi出版カ施されている。村穴は

7 



カ7 ドの天井部iui/i品附がf-!< IIIiでは験 n~ きれなかった。 南東コーナーて-，作雄火が検出されておリ、

カマド流れ込んでいる。周棋は南京コーナ一部を除L、て全!品し、申Iiiは、l'均20cmで安定している

は点明{二位;rrする。両袖は位以色粘上で造られ、 f世乱は受けているむのの残有状態は比較的良好

であった

千安WJに凶すill物は一七日Ili片品 ・須!J!-器内小破片の1也、鉄鍬 イi製紡錘11¥ ドj王が出土している。

る泊怖である。

5号住居祉

6号上tA3号 lニ坑を切って構築されている。A-l区のiJ，j京隅にi立;i"Lし、730-125グリ yド

との新lrI関係は平明である。東側li調査区外にあリ、L<JJ形を1止すると思われる。市北4.32mを

ilIljる。

明白li松山で50cmを測リ‘床はロームを含む引尚色 lーで貼られている。北丙コーナー付近の峠

方マドについては検luiに焼 l二の広がりカ、認められる。柱穴は2本検出されたが、町蔵穴、周溝、

国国

tHさiLなかった。
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6号住居祉

勾玉出土状況

i 
唱、、
岨

、、.

焼土範囲および壁補強材

t 

5号住居祉全景

~tílGコ ーナー付近の墜外に 30cmf'f.皮肉 lï形の

大引ロ ムプロ ~ J 2個が検出された。[上h'Iの

北*部分は 3号1:坑の覆土に掘り込まれている

ため、~iJli /t を防ぐための補強村として則的込

ま!Lた Lグ〉と巧えられる。

造物は上削J器泊忠持の小片が少なと，Jli17製

勾 u 山カ吋UIーしている。

735ー130ヂリッドに位置する 4 . 7号住1目、 5り仁坑に切られ、 3号土坑を切っている。、l'

面形はJE!i形を主し、東西5.8001、南北5.8601を測る

l二日~をかなリ削平されており、現存での5!r:'fJ';1 16cm fjij 後である。(l:Jo-はロ ムまで似リ込まれ、

ロームプロ ッ7を多量に含む黒褐色土で全体に部L、I!Ii1.1-'ヵ、地されている。床面には細かい焼よと

カーボンが均一にかなリ広がり、炭化木村がWIしているニとから火災住居の可能性が弔えられ

る。机火は 4本検出され 王柱穴と思われる。カ7 ド、町縦六、胤構は検出されなかった。

出 l辿物にはほぼ完形の杯 吊りドげ刑上得、銭円~n許11など L あるが、ほとんどは小川である 。

他には、 lゴ1:5点力、山上している。

7号住居祉

730-130グリ ッドに位置L、南丙附は調作以外にある。 6号(.EI/iを切って構築され、 9号 U1L

に切られている。平副形は正}j形を呈l...*丙4.16m、南北3.54mを測る。

!笠向は20cm程度て'あり、 FAプロ ソクを多lii、ロームブロ ソク、焼土を少な含む暗褐色上で貼

床が全ifl1に薄〈施されているが、やや軟弱である。l.!i曲lはおおむね干垣である。柱穴は2本検出さ

9 
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合む. .~，\色 l プロ?ク.微量含む. 

.，柑附褐色.1: F A... ~なむ ロ ム位プロゾク〈小，.合む."色 eミス.微量量 刑色土プロノタ

.含む.

事3嶋 .，禍色 FA 'i"lt終的"会む.慢士.敏雄，む 7守It肘祉の賦"てあるι

司院4櫛 ドA珊

続5嶋時褐色 "Aを合む. tl-，1.，位プロャタ(小)金比"が'Jj:< カ ボ/rS散般会む
事6層 集僧色土 0_'位グロソタ{小，.含む. 3 -5c・人の 0_1プロッタ.少険会む..ーポ

ン .. 置..む.

第 7 層暗褐色 0-' 牧プロック(小)...，II-~じ" プロアタ('1' 大，.少盆:'t!.r.

第UI J電褐色 t ~7 暦と.似するが 0_'飽"/)':'らl:J(，o 
筋HI ~縄色~_ o-t位プロソク(小'H量プロフク('1')...少.含む
慾>0輔 黒色 t ロ ム"プ回ヲタ付、，.含む.プロッグ{小人} カーポ/.徴昼食む

MIUI 然褐色土ロ ι 位プロック(小，.比~民，><合むc
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第10図 6・7号住居祉(2 ) 

2 

6号往居祉出土遺物

hており、主性火と且Iわれる カ7 ド.同地、

i口説火は検tB，きれなかった

山土遺物はわすかであり、少Etの小 t:/昨日の

他、刃子1山がある
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6号住居祉全景

7号住居祉全景
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14号住居祉

-E 

一C

一一o

15¥:1I1j:.1量 1嵯必剛

.，珊司・色 t 浅間H・Hit'r.，c，，"む 回一£純金鍾量仁含む問。十

..・ 司褐色上。寝間u・U，t'微..む. 0-ムプロヲタ《小)Ut:Il~t: . F A t'.・
，も

司"制 唱向調.色色 。-，純.比~rJ .r.{. O~J プp ツクヤ判.少畳，む.. ポシ.少

・'" ・.，処..町 I:r.{合む.

調，.幡 町民褐色t ローム '宣伝~険的.r.<. ø~J プロッタ (+J t'サレ鼠 "V カーポν.少
・含む，慢tの小プロックt1;~J I企む.

'5O 照褐色L ø-，t.，~を少鼠 ロー，プu 'l?I+)t'iU礎的"合t:.F ，¥ t'慣・，
む白

4';6. ~.\燭色上 回ーム純.少量含む 'A 樋上金俊民合む.
徐7暢 明褐色 t二ロ l. I~ t'比鰍r.JJ院(. ø~J_ プロック〈サ，.ヨレ儀 グ".~ ?('J 人}

4伝鍍量禽v 健 fプロョ，タ(，j，)t'比純的多〈含む...噂 "・色土 e ム飽を"・qr/J.( u-lプ固，，?(-J.)t.r.1l プ，ヲタ4中..比

較的多《合V.

O 
kニニ ヰ

第12図 15号住居祉.2号井戸祉(2 ) 

2 • 
4 

665ー155クリ ドに似;;/1:L.南側の太郎分は訓告区外にあるため、 3分の1符U!lの訓脊である。

京丙6.60mを測り、、l'Ifli形は }J形と}J.I，i)札る

!笠IfEは45-50cmであり、凶側にテラス状に傾斜したf1Z'がe認め 1)A L る。床は~.\1M 色 | て'1\1; られ

ており 、比較的 l'ji[て'j，る。 H火は64メ検1'1¥されたか、いずれ bI~t際に If.il り込まれ、そ JLぞれの

HlJ隔はまちまちであった カ7 ド、同地、Jl'i'，出火は検出されなかった。

2 

14号住居祉遺物出土状況 14号住居祉出土遺物

13 



土問H器、;n忠昔誌が多数日i上し ているが、はと んどか小刊である。他に銅製品1点、刃 rll.了、

n Fl点がtHiーしている。

15号住居祉

665-150グリ ソドに位置L、北I珂コーナ一部および出側は調査区外にある。14サ(4-:1，1;、2号JI 

戸に切られている。*丙5.64mで平1'11形は}j形を 'J.すると忠わit.る。

上部はかなり削平され、壁仙は束壁16叩、凶Cl4cmと桟存状態はイ、良である。床はロ ムをわ

ずかにIJA1)込み、 r.1f;褐色土で薄〈貼られている。カ7 ドは北むをに位出L、大部分は調査区外にあ

る。柱穴、周溝は検出されなかった。

カマドにあたる調布IOZ壁面lから習をの胴部片が弔な って検出されている。その他には小土滞日が

少量出 iしている。

15号住居祉遺物出土状況 15号住居祉全景

2号井戸祉

660-150グリソドに位置し、 15号{上町且:を切っている。I'D回形は円形で、上、i土にはイi組がなさ

れている。30cmX 20cm X 20cm符!主的大きさを中，し、に、大小の喋を組み lげている。lh径は約 1m、

深さは1.68mて日あり 上半は緩やかに外何lし、 |ご半はほぼ垂杭に山ちあがる。時期は不明である

が、覆土に浅間B軽石が多量に含ま札ていること、平安則のi立物が少ITt流れ込んでいることから、

比較的新Lいものと推測できる。

19号住居祉

595-180クリ ソドに位置し、北側の約2分のlは1調査区外にある。20号住!日;を切って構築され

ている。半面形は万If3を呈していると思われ 東川4.56mをJlIIる。

上部は削+され、伐存状態はあまり良くな L、。壁内はカ7 ド寄りの深い部分て'22cm、浅い部分

で8cmを測る 比較的硬質の貼床が地きれていたと思われるが、部分的にしか残っていない。柱

穴は 2本検出されており、そのっちの1本は主件以を忠われるが、 L-} 1 ~三については住民北半

14 
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19 -10 ‘L~ tll/.tt I・a明
"・時褐色 t: i実関 Rftf，~ .JI氏自含む 隣作 t ・ 9暢噌"~L I'At'少量含む.プ凶ア夕刊】"乞般的>< プロ ヲ，川i
.，嶋崎樋色 I i実関u・H，¥'少量含む.F A~少t:ç tr . o戸ム附プ"'; ("昧 υ.健象台"，~土.含 l:. ;!I-_t:';.>¥'・a量.む

夕刊，.少昆合む'"幡時褐色十 下̂ "プ回，夕刊、)...J:JJ.テ"ッタ付j 人...量血合む.

司"幡暗褐色f'，¥;伝少量含む.ロ鈍プロヲ夕刊ゆ.値段温"む.'h- (1(臥 U-J.'il:プロ Jタi+)i'含む.脅 ポム〆 11色 ，~< :0. t'/I!t: 

村1，慢L fl色"、ス浅間 R・H，¥'軍隊合む t:t;-tr 
..嶋崎燭色 fA~・プ回 γ タ{小，.含むロ-;.位 包 dプ"" !tIIl!lt .1¥・色 FA t'.J・ll:~常む ， 0 ム位プロ ァタ.比舵的"含む.

付1<少‘..む.焼tT少量プo，タ('I'I¥'微睡 :tt-，r， プ"ヲタ(11' 人1<微量合fン

ンセ徴・含む.他板色帖 tプロック.徴..む 司目12欄剛褐色 f̂  t" J‘に'"ローム" プ回ソタ{小中 }.:It'彼槌
筋5嶋崎褐色 FAt'少厭合む.，，-.<.位f プ切ツク{イ)t ~守 U 命 ポ ，む.

，.少'融合U，人Mの権灰色鮎1プロ yタ 慢 十.合む ~'.l 3輔 帖 ltじ句の回一ム
-3 0・の黒色土プυγ タ.微震会む 慨 t化しと節分がふらハる，合マドの人斤..風俗唱でめる.

'6嶋崎褐色十 FAi'微温合L'， "-./.. I ~ プ" -，タ (+)i:'~守む ロω ムプ 覗u幡町縄色』 ロ-J.Uf'.J・R プロ yク{小】使土台少眠合む・腕雌じ勺
ロ，タ{中大1<微量"む.鮎t...微量"Uカ-，r，;.-....陸 ぞの句カマド内のi車引揮である. 

.，守む 毎日珊叫褐色 fA i'lt殴rJJ:{ロムプEγ タ川1<少.含む.
~7" '1褐色I'A¥'''む u-t.n プロ ヲタi+l'r含む 固 Jプ0，

タ付'1t"1t・'"むi 処J:t-1>.1・含む 明色tプロ ッタυJ
阪11色鮪 t....1民会む.

司"・ ・ー・色 FA1:''.I>atl>む，0ーふ" プoタ夕刊、，.少量含む.慢 t
，.‘" .づν・.む ，・ーホ;..¥'1量・"む.人司自の稽椛色鮎fデロ ，

，..・含む.

第13図 19 ' 20号住居祉(1 ) 
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をJ司有できなかったために判断できな，.0 カマドは束慣にあリ、 lJlI1可等t;-?ド用村をIs'.われる艇

がカマド壁および周辺にみられる。周溝、川崎ノピは検出されなかった。

c-368.200m 

D- 368.200m 

E-J68.200m 
E 

第14図 19・20号住居祉(2 ) 

19号住居祉遺物出土状況

宅鶴罰V篭鑑"

19号住居祉出土遺物
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遺物は一上自"昔話 ・ ~fl}L':慌の小片が!よI両l全体にIliらばる上うにJめられるが、性穴Hi!i:にやや多〈

出上している。

20号住居祉

590-180:7 '1 ，ドに位置L 、 19 号(j)，';に切られている 。北 1111) と I~j点コーナ一部分は E淵悦 1><: 外に

あり、 )j(jJlj5.8601を測る。、l'IrlI形は ，[}jIf3をI41すると子測される

I~t尚は束1l，~ 8 師、州 l~tI 6cm であり、 19 り fìJ'; と !riJ様に残存状態はィ、A である 。 I主は、ロームブ

ロ γ7を多iAi;に合も，'，1，¥t品色土で貼っている カ?ド[立W:{荘内市;年りにfii:;丘し、布仙のー;加を19号

f i-:I，I;-(ニ切られている イi袖のl人I相1)に仙イIを.Jl;O:Lたと思われるヒソトカ‘錐認された カマドのHij

Uliに焼土の広がりがBdめりれており、 l人l部地w物の流出と行えられる 住氏は 34:検:1¥され、い
ずれL主件六と判断される。周棋は点取部分に体認さ札ている o 1ft I出火は検出きれなかった

Jh物は 1，r.'li慌時、裂の小片が少r.iH¥Iしている n

20号住居祉出土状況 19・20号住居祉全景

古墳時代水田祉

A- 4 区かりは、 {il ~分 (0に佐i;Z された L のも合的て40 1白の小 I .，(~ll h í木川が検出された.これは、 Itíj

年皮肉七日市iti跡九|メーのz却先で，rc認された水凶と 1.;)線、 11r - F .¥ 1M 1('下仁認められた Lのてあ
るが、残存状態は Ilílil '.I~のものほと H くなかった

む〈幽が完全にいlるむのは少ないカ、、2X 1.5川前後に制分されていた Lのと子担'1される iJは干

Iりして下附10-250m、r'::jさ5c叶工11て酬あった。水口は *~GJirI1jの時の2fn叶て'P1L認されている。

水出の耕作 Lはfl，何円あるi火色上て、車問 1Mには I I~J 川が観24 される しかし 、IliliLを':1けている

部分が多いうえ、，Jl.11tl豆か何度ら水没してしまったことむあリ、足跡と判断てきるIJII附なものは

P1L，2さ i l..~ーかった 。

17 
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、内円唱 包

ぷ '~:~，~主，唾 ‘

A-4区水田祉全景

V 七日市遺跡、B区

l 基本土層

一_362 .SOOm 1 :.1.¥純色 i M作上

11 ，1.1.¥褐色 l 決1111日経イiを少量、 FA、ローム粒を

i世]11:合む。

111 ，1，1，¥悩色| fA、ローム粒を微呈含むの

ー-368.0ω巾 W HiJ同色 l FAを少;，t含む。

宅
V !" A li1 

四 極lI ì~ ぬ色 l FAヵ、3:-Jilに混入する

四 目色 l Fi¥をi世託、ローム粒を少:.t合も

VIII 引偽色 L ローム粒を少冠含む。

第17図 七日市遺跡B区基本土層
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2 調査の概要

七日r!i!立跡BI2<J止、前年度に調査した同泣跡A区とは道路をはさんで南点に位置する。調1<:区

は'1"i唱に設定されているが、 j世情はJlミ側と南JJIIJで雌認されている o 泣階数は、住民社10軒、樹

立柱式建物2軒、 )1戸1棋、土坑2応、 I蒋状J4挑5条、ピ ソト37J.!、であった。

時代別では、占Ii't時代以日iIの機状泣椛l条(1 ill;)、('_1墳時代のfi居枇5申f(1 • 3・5. 6・

9住)、半安時代の住居九1:5軒 (2. 4 . 7 . 8 '!O f十)、 i~i'lkj立桃4 条 ( 2 -4講)、ヰ安時代以

降の井戸 11左である 。時代不明のillf(Y~は、土tiL2 ~I~ 、 t屈立IJ 式建物 2 1梨、すべてのピソトである 。

3 検出された遺構と遺物

1号住居祉

210-390グリソドに位置し、南側約4分の lが調査|メー外にある。東丙7.0801を測り、平IUI形は

長五形を呈すると忠われる。

桟存状態は良好で、壁向は50cmHIj後である。ロ ム層まで栂リ込まれ、'*は全I師にロ ムブロ

ソクを比較的多〈含む黒褐色土で貼られている 。 カ 7 ドは止と壁の南寄りに{立di している 。 健~Lを

受けたために;{，illiは失われ、左袖は F半が残存しており、同!の付恨部分に土問1器裂11縁部片が埋

め込まれていた。カ7 ド前1"fI]に大WlI'lUI石と思われる燃が出 lーしている。また、イj;Ij'には焼 k

1号住居祉遺物出土状況 1号住居祉全景

。
s-， s-之

O lOc田

1号住居祉出土遺物

20 
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靭'"ド A制

相.，瞬 間縄色t トAi"e守む。ロ ムプロッタ川， . ポJ 健"微場>L
..幡喝1色 U~J.11 プロ，タ{小，.少"'むカダ.:..-i"1II:組合む

司自5" 11略色t ロ l.') プ回ヲタ川、..ψ量，む カ ボョ'I'".Io1{1;む..，・・色十"
d混入する

調匹6噌 時栂色 ι" プロゾタ4小}会比終的多{ プロック仲..，レ隊合む.俺}
.少賞会ιー. 

.，噌 附銅色 ム色司R色'の嘩帽.

...  相1・・色 t 0-ム" プロ"付、)r ~.I 会 l" ，"・・色 t がd隆人する

。 ， . 
孟""

第18図 1号住居祉
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が地政しており、内部堆w物あるいは尺JI部;JI1治!円と '1'11断きれる。村一火は 2本検出されており、
土村六と判断される o J円減穴は ~t'1七分カイ確必され、やはりカマド内からの流出物がI佐htfしていた。

J且物はカ 7 ドイJ-j'.iに集中 L、7じ形の習を1山の{世に小 l二sltie.;j;片が少'll:WLLている。また、 Hiイ{

製装飾品が2，1，¥出 lした。

3号住居社

230-435グリソドに位置し、南丙コーナ一部分は調査医外にある。東西4.10m、南北3.85mを

iJIII')、干l自l形はやや;fんだ正}j Jf3 を ~. -t る 。

壁 rùjは 30 - 400m を測り、壁はほぼ ifi~I{-(に心.

ち上がる。 「木はローム!凶まで掘り込まれ、ロ

ームブロックを比較的多く合も出褐色 lで'，1，

床が地されている。床面では炭化木村や細か

い炭火物が~;Jlに観察され、焼土は全面Iに広

がっている。また、 l主IUII"上に山 I.Lている

25-300m大の礁の I、には納物の繊維と且1わiL

る炭化物力、観祭される。カマドは点F査のやや

南;奇リに位置し、1曲1;が残っている。和hは小

3号住居祉出土遺物

2 

ムペ
、』

3号住居祉出土遺物
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3号住居祉全景

3号住居祉遺物出土状況
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主柱穴と判断され村穴は2+:が検出され、時干 I'，?N:}(1を合む良質的灰褐色砧j で巡りれている

Jti' li，主火は 114点 コーナー付近に 54められ、ヨ~ 1 IIh1l-l<ヵ、:1¥jしたる

1し形品は設4山、!{-5内か1:1¥土している.iti物はカマド付近からJ(山上Lている

4号住居祉

114.1じ4.34mを測り、 1"而形はiEJi If~ を 3止する235-445 Jリソドに位置し、規快は点IIq4.38 n1、

内IJ 、ドされて桟{j:状態が非常に悪い 。 ~tlIllJ になるにしたがって状態が悪くなり、収!日'jI j:件~jt:~がj止

大で200m、 |じ暗にいたっては4cmとなる。 1"はロームブロノ 7を比較的多〈合む県尚色 tcてI!I;，" 

カ7 ドは東壁のl判寄りにあり 、が施されているが、部分的にはすでに削、ドされてしまっている
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4号住居祉遺物出土状，見 4号住居祉全景

，jij I両lにはカ 7 ド川村てあろ-，40cm前後の峻か検出されている l円必穴は南東コーナーに検出され

ており、、ドi白jIf，は情川形で深さは40cmを測る 性i¥:!j:4 4，:附，記され、 i二H穴てマあると 1'J1相fされる

遺物は少l，tで、太剖i分が小上r.rli:lif片である 叫 (f状態の約料Lあって件llWJにかたよって出 1-.L 

ている

7号住居祉

170 480;;リソドにi止iJiし、11りfj以上止のカマトに切らIlている l判丙端とカ7 ド向先端部は

s制作 lメ外にあるが、~[内5.22 m 、 南北5.20 m を ililJ '1、'1'1M 1[，はjUi形を呈Lている。

l二郎は 1判、 l' され、{:;~r:':i /j: 13cm前後である 川、は FAブロ，クとロ ムブロソクを合む陥補色|

で貼りれているか、やや軟弱である !本耐の中央日1，かり!軒点部にかけて焼 l'"カーボン力、広力、っ

ている 焼 l は見~ I:，tにあるカ7 ド付近でLっと LJI/ <桃山Lている 焼 l範囲が広いことから、

火災にあった可能性か考えら札る。 i]"7ドは点唱に位;i'iする 付近に閉村と思われる礁E枯 lブ

ロ クは柑ZtJ¥されている。位六は 4l'カ、検出され、そのうち 31'カ、 Ui六と思hJ.Lる j¥'j泌氏は

rH~t コー十 付近に B認められるが、 10cm打J!tの浅い Lのてあ た

:1¥ j一泊物は、鉄製品3出、干1裂村J錘'Ii1 山、 ;n.'~':~:;却のほかには少況の小土器片てある 。

7号住居祉遺物出土状況 7号住居祉全景
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第21図 7・11号住居祉

2眠
j 

11号住居祉

カマドのみ検出されたW，.;hlてある.プ7-"ドの先端部が7サfj)，';hlの同町?を切 》ており 、調合
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民-1
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!'ln 
J 

7号住居祉出土遺物

lメト人lに，lrぷてきるのはカマドの一部分でしかない カ7 ドの1((1のJIW，状態からのみ判断すると

伐?f:状態は比較的JHIではないかと推測される 辿物にIHtせず、 II.¥'出!は不明である.

VI 小塚遺跡、

l 基本 i二肘

，1.1.¥褐色土坑イtの木川[fIi

[1 般化l村

11 I![ 褐色¥'， ixll¥JB幸1:{i、t主!日l粕川テフラをiI-:止、
111 一_349.0ωm

ピI色，、ミスを比較的多〈含む
刊

IV 火山!火附 浅H¥l 軒υIj子フうと忠われる.

羽 V 鈍い此褐色火[1[1火1¥1

ixl日|日中長イtと.'Jt:hiLる
348.)ω附

VI ，I，I，!，褐色 1. F AをJt唱土(I'J多く、白色，、ミスを合も

vn lI(i褐色 L F i¥を不均一に含む 1'\色ノ、ミえを f~-: Il

合む

第22図小塚遺跡基本土層 VIIl F A 10 

E 巾色 1. き向調11かく、 fJ!l!い枯 l質的 lてある.

2 制査の概要

小坂遺跡、で検H¥された治情は F1¥ [{，: 1、のJKfJI J11:であった。訓作iメは実際のところわずかに傾斜

27 
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、吋"

、駒子

第24図小塚遺跡水田祉(2 ) 

、ももず

O 
h 

4・
ー='

してはいるが、感覚的にはほとんど、ドj引である 凶式帰z淵作によ って泣桝が舷認されたトレンチを

拡張して調iをを1Jったわけであるが、訓命1>'1よ似7m訟のトレンチであり、水囚は:J:i1f.以外の再1

~[ hri1]にき hにt，}'，1.、ているとみられる 木111祉の Itw:の一部分ヵ、験tBされたことになリ、 itt跡全

体のほんの一部に-n志、~
illt再の賊存状態はあまり良好とはいλなL、。それに1mえ、，):J1f.'l'のはとんとe毎日清治、降りたた

めに泣椛はいっそヲ状態由、忠くなってしま った 区l町がi肉体にわかるものは15凶lである。吐の-

i出力、不明瞭になっているもの、部分的に検n¥さ札た Lのを含めると281mが雌認される。十tillでは
約40而ヵ、検:1¥されていると4える

29 



3 検出された遺構と遺物

本山 ii 申i1J20 - 40cmの畦て~[lllhi された小lズ i雨水川てある 111 il~iU跡 A 区や七日市 ill跡 B I'Zて検 :H

されたものと IIIJ様、 10cm片iJf:主的Ptさて'JIH1'tした FA Ir1のげ1卜に作りれている。本B淵1;で雌ILZされ

たのは推定40lMであるが、そのうちの大部分lillが途111てー途切れカ、ちにむるなど、ィ、i阿佐な Lの

が!'-い。区IIhjC')形状li1E万形にj[[いものむあるが、比較的lミh形ヵ、多くみられた。大きいLので

2 .8rn X2.4 m、小さ L、Lのは2.0mX1.8mを測る

."は、下申II'd){般大48cm、τドJ'J30-35cmであるが、残{I状態が悲し、ため.かなり不明瞭になって

いる 検出状況を比較すると、京丙 }j[:IJの畦のはうカ・南北}j[ilJのLのよリ L妓存状態が良い 畔

円相d む ~H'Iムくなっている 木11であるとはtiZてきる Lのは 1カ所のみて日あった。水間的緋刊 !

は JI;'，';~'にきめ細か L 、 11\色上で、 L まり、 11，刊 E Lにかなり強い

本川l面て'は多くのJIlJ[ll]が都tE4されている。しかし 、1ft札を受:けている部分むあり それらは不

明瞭なくほんてあるため‘人、あるいは動物の足跡、と判断できるむのはなかった

J立物はほとんど比つからす、 Ui!i践的，1、片ヵ、数山山 lしたのみであった。

小塚遺跡水田祉(北東より) 小塚遺跡水田祉(南西より)

小塚遺跡水田祉(東より) 小塚遺跡水田祉(西より)
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VII まとめ

今回は3泣跡、を s淵存したわけであるか、どのJ1i跡からも古lJ'til寺代の逃怖が比較的多く検出され

た。住居祉 ・水田祉と、前年度の七日市泣跡A区のt潤先で村i!I~-Hされた逃怖とほほ [I;J 時!VJの近桃が

認められる。古杭時代かりJJlイtまでも広範凶で水問緋刊かず続けHれていたと長えよう。調布範|出が帽

の狭い限られた区燥であったため、 ill跡全体を見辿すことは凶雑であり、まして当時的地域全体

の様相を把促することは不可能である。しかし、今後の核'{O地区のiii跡l調子王をii主的るにつれて新

たな資料む憎し、他の遺跡との比較検討によって判明することも多くなると忠わtL、イJ卜分な

がらむ市安な資料となるであろう。

現イ王のところ、償i己I也区遺跡鮮のJi4慌て企検出さHるi立情的はとんどは [11坑時代以降のものであ

り、弥ゴ時代の逃織として伴認できるのはfU'川 1中!だけである。このfi:同祉は、'1'之条尾I(府間IJ

の川端近跡て"多〈験tl¥さHている弥4時代後期iのものと同時間|円近椛て。あった。このことは、名

久出川沿し、にも弥生時代後期的集活地が1I在Lた可能性を打ちHiしていると言えよフ 。今後の凋

先によって、中之条町における何時代の集/品分布や耕作地て干の状況が徐々に明らかになってくる

ことを期Ii年したい。
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